
四

海
外
認
定
容
器

次
に
掲
げ
る
も
の

四

海
外
認
定
容
器

次
に
掲
げ
る
も
の

イ

協
定
規
則
第
百
三
十
四
号
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
国
、
地
域
又
は
機
関
が

認
定
し
た
容
器
（
容
器
に
使
用
す
る
金
属
材
料
が
次
条
第
一
項
第
一
号
で
定
め
る
製
造
の
方
法
の
基
準
に

適
合
す
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。）

イ

協
定
規
則
第
百
三
十
四
号
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
国
が
認
定
し
た
容
器

（
容
器
に
使
用
す
る
金
属
材
料
が
次
条
第
一
項
第
一
号
で
定
め
る
製
造
の
方
法
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の

と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。）

ロ

協
定
規
則
第
百
十
号
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
国
、
地
域
又
は
機
関
が
認
定

し
た
容
器

ロ

協
定
規
則
第
百
十
号
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
国
が
認
定
し
た
容
器

五

海
外
認
定
附
属
品

次
に
掲
げ
る
も
の

五

海
外
認
定
附
属
品

次
に
掲
げ
る
も
の

イ

協
定
規
則
第
百
三
十
四
号
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
国
、
地
域
又
は
機
関
が

認
定
し
た
附
属
品
（
附
属
品
に
使
用
す
る
金
属
材
料
が
第
十
一
条
第
一
号
で
定
め
る
規
格
に
適
合
す
る
も

の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。）

イ

協
定
規
則
第
百
三
十
四
号
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
国
が
認
定
し
た
附
属
品

（
附
属
品
に
使
用
す
る
金
属
材
料
が
第
十
一
条
第
一
号
で
定
め
る
規
格
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
経
済
産

業
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。）

ロ

協
定
規
則
第
百
十
号
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
国
、
地
域
又
は
機
関
が
認
定

し
た
附
属
品

ロ

協
定
規
則
第
百
十
号
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
国
が
認
定
し
た
附
属
品

第
六
条
の
二

海
外
認
定
容
器
に
あ
っ
て
は
、
協
定
規
則
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
方

式
に
従
っ
て
行
っ
た
刻
印
又
は
標
章（
次
の
各
号
に
定
め
る
刻
印
又
は
標
章
の
掲
示
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
刻
印
又
は
標
章
を
含
む
。）は
、
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
刻
印
（
前
条
で
定
め
た
容
器
以
外
の
も
の
の
場

合
に
限
る
。）又
は
同
条
第
二
項
の
標
章
（
前
条
で
定
め
た
容
器
の
場
合
に
限
る
。）と
み
な
す
。

第
六
条
の
二

海
外
認
定
容
器
に
あ
っ
て
は
、
協
定
規
則
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
方

式
に
従
っ
て
行
っ
た
刻
印
又
は
標
章
（
次
の
各
号
に
定
め
る
刻
印
又
は
標
章
を
含
む
。）を
も
っ
て
法
第
四
十
五

条
第
一
項
の
刻
印
（
前
条
で
定
め
た
容
器
以
外
の
も
の
の
場
合
に
限
る
。）又
は
同
条
第
二
項
の
標
章
（
前
条
で

定
め
た
容
器
の
場
合
に
限
る
。）と
み
な
す
。

一

海
外
認
定
容
器
を
製
造
し
た
者
が
適
切
な
解
析
方
法
を
用
い
て
容
器
に
使
用
上
の
支
障
が
起
こ
ら
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
許
容
傷
深
さ
（
胴
部
の
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
分
に
係
る
も
の
を
い
う
。）（
記
号

Ｄ

Ｃ
、
単
位

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

一

海
外
認
定
容
器
を
製
造
し
た
者
が
容
器
に
使
用
上
の
支
障
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
胴
部
の
繊
維

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
分
の
許
容
傷
深
さ
（
適
切
な
解
析
方
法
を
用
い
て
容
器
に
使
用
上
の
支
障
が
起
こ
ら

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
深
さ
以
下
に
限
る
。）（
記
号

Ｄ
Ｃ
、
単
位

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

二

海
外
認
定
容
器
を
製
造
し
た
者
が
適
切
な
解
析
方
法
を
用
い
て
容
器
に
使
用
上
の
支
障
が
起
こ
ら
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
許
容
傷
深
さ
（
胴
部
以
外
の
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
分
に
係
る
も
の
を
い
う
。）（
記
号

Ｄ
Ｄ
、
単
位

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

二

海
外
認
定
容
器
を
製
造
し
た
者
が
容
器
に
使
用
上
の
支
障
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
胴
部
以
外
の

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
分
の
許
容
傷
深
さ
（
適
切
な
解
析
方
法
を
用
い
て
容
器
に
使
用
上
の
支
障
が
起

こ
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
深
さ
以
下
に
限
る
。）（
記
号

Ｄ
Ｄ
、
単
位

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

（
品
質
管
理
の
方
法
及
び
検
査
の
た
め
の
組
織
）

（
品
質
管
理
の
方
法
及
び
検
査
の
た
め
の
組
織
）

第
三
十
四
条

﹇
略
﹈

第
三
十
四
条

﹇
略
﹈

２

法
第
四
十
九
条
の
七
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｑ
９
０
０
１

（
２
０
０
８
）
又
は
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
（
２
０
０
８
）
の
品
質
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
に
規
定
さ
れ
る

基
準
の
ほ
か
、
自
主
検
査
を
行
う
容
器
等
に
係
る
品
質
管
理
の
方
法
等
を
適
切
な
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要
な

も
の
（
登
録
容
器
製
造
業
者
に
あ
っ
て
は
、
容
器
を
適
切
な
方
法
に
よ
り
回
収
す
る
こ
と
及
び
経
済
産
業
大
臣

が
定
め
る
試
験
を
含
む
。）と
す
る
。

２

法
第
四
十
九
条
の
七
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｑ
９
０
０
１

（
２
０
０
８
）
又
は
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
（
２
０
０
８
）
の
品
質
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
に
規
定
さ
れ
る

基
準
の
ほ
か
、
自
主
検
査
を
行
う
容
器
等
に
係
る
品
質
管
理
の
方
法
等
を
適
切
な
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要
な

も
の
と
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
並
び
に
第
三
条
中
様
式
第
三
十
七
、
様
式
第
五
十
三
、
様
式
第
五
十
四
、
様
式
第
五
十
七
及
び
様
式
第
五
十
七
の
二
の
改
正
規
定

公
布
の
日

二

第
七
条

平
成
三
十
年
十
一
月
三
十
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
（
附
則
第
一
条
本
文
の
規
定
に
よ
る
施
行
を
い
う
。
以
下
本
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
際
現
に
設
置
さ
れ
、
若
し
く
は
設
置
若
し
く
は
変
更
の
た
め
の
工
事
に
着
手
し
て
い
る
耐
震
設
計
構
造
物
又
は
こ
れ
ら
の
耐
震

設
計
構
造
物
に
つ
い
て
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
十
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
行
わ
れ
る
耐
震
上
軽
微
な
変
更
の
工
事
が
行
わ

れ
る
場
合
の
当
該
耐
震
設
計
構
造
物
の
こ
の
省
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。


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